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■□ 子ども宿泊体験のホストファミリーになりませんか？ □■

若  原　敏  雄 さん  （上幌内）

瓜幕競馬会 会長

道内各地から集まる馬と騎手。
迫力あるばん馬レースに声援を。
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大
勢
の
観
客
が
訪
れ
、
迫
力
あ
る
馬
の

走
り
に
声
援
や
拍
手
が
送
ら
れ
る
。
本
町

の
夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
競
ば
ん
馬
競
技

大
会
」。

　

町
内
で
の
競
ば
ん
馬
は
大
正
２
年
に
下

鹿
追
で
開
催
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
。
そ
れ

以
来
、
鹿
追
と
瓜
幕
の
両
地
区
で
行
わ
れ

て
い
た
が
、
昭
和
34
年
に
合
同
開
催
と
な

り
、
今
年
51
回
目
を
迎
え
る
。

　

瓜
幕
の
競
ば
ん
馬
を
支
え
、
運
営
を
し

て
き
た
の
が
「
瓜
幕
競
馬
会
」。
設
立
か
ら

50
年
以
上
も
の
長
い
歴
史
を
持
つ
。

　

現
在
会
員
は
17
人
。
そ
の
中
で
会
長
を

務
め
る
の
が
若
原
敏
雄
さ
ん
。
会
長
歴
は

18
年
目
と
な
る
。

　

昭
和
41
年
こ
ろ
か
ら
ば
ん
馬
に
携
わ
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
入
会
し
た
。

　
「
馬
仲
間
と
一
緒
に
、
根
室
市
や
別
海
町
、

旭
川
市
な
ど
道
内
各
地
に
ば
ん
馬
に
行
っ

た
よ
。
ま
だ
外
が
暗
い
夜
中
に
出
発
し
て
」

　

若
原
さ
ん
は
、
家
畜
車
に
馬
を
乗
せ
て
、

数
百
キ
ロ
あ
る
道
の
り
を
運
転
。
馬
と
共

に
大
会
に
挑
ん
で
い
た
。

　
「
年
を
取
っ
て
体
力
が
な
く
な
る
と
、
大

き
い
馬
に
は
乗
れ
な
く
な
る
よ
」
と
、
今

は
ば
ん
馬
を
観
戦
す
る
側
へ
。
奥
さ
ん
と

一
緒
に
大
会
を
見
に
行
く
こ
と
も
。

　

平
成
３
年
に
町
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク

が
完
成
し
て
か
ら
は
、
馬
の
餌
や
り
な
ど

馬
の
管
理
を
担
当
し
て
い
た
「
ポ
ニ
ー
ク

ラ
ブ
」
に
今
年
３
月
ま
で
所
属
。
馬
の
世

話
だ
け
で
な
く
、
体
験
乗
馬
の
馬
ひ
き
と

し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
町
内

の
乗
馬
ク
ラ
ブ
が
乗
馬
大
会
に
出
場
す
る

時
、
家
畜
車
の
運
転
手
と
し
て
馬
と
選
手

を
支
え
て
き
た
。

　
「
年
に
２
回
は
帯
広
市
清
川
や
清
水
町
に

行
く
よ
。
馬
が
い
い
状
態
で
大
会
に
出
場

で
き
る
よ
う
に
気
を
つ
け
な
が
ら
運
転
し

ま
す
」

　

若
原
さ
ん
の
優
し
い
心
遣
い
が
、
選
手
、

そ
し
て
馬
に
も
伝
わ
っ
て
い
く
。

　

平
成
12
年
に
は
、
馬
や
牛
な
ど
の
家
畜

の
取
引
を
行
う
「
家
畜
商
免
許
」
を
取
得
。

幕
別
町
の
市
場
に
出
向
き
、
家
畜
の
取
引

を
行
っ
て
い
る
。

　

若
原
さ
ん
の
生
活
の
一
部
に
、
馬
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

７
月
22
日
、「
第
51
回
鹿
追
町
競
ば
ん
馬

競
技
大
会
」
が
開
催
さ
れ
る
。

　
「
全
長
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
で
障
害
が
２

つ
あ
る
コ
ー
ス
で
行
う
ば
ん
馬
レ
ー
ス
に
、

道
内
各
地
か
ら
多
く
の
馬
と
騎
手
が
集
ま

り
ま
す
。
大
会
の
終
盤
に
は
“
餅
ま
き
”

も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
」　

　

町
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク
に
馬
た
ち
の

力
走
と
多
く
の
歓
声
が
わ
き
起
こ
る
。　
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７
月
の 

消
費
生
活
相
談
員 

相
談
日 

７
月
の
「
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
来
町
相
談
日
」
は
次
の
と
お
り
で
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
相
談
日　

７
月
10
日
（
火
）
午
後
２
時
00
分
〜
４
時
30
分　
　

●
会　

場　

ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー

●
相
談
員　

上
村 

正
子
（
か
み
む
ら 

ま
さ
こ
）
帯
広
市
在
住

  【 

投 

資 

勧 

誘 

に
ご
注
意
を 

】

　
業
者
か
ら
「
老
人
ホ
ー
ム
へ
入
れ
る
権
利
を
買
わ
な
い
か
」
と
電

話
が
あ
り
断
っ
た
。
し
か
し
、
別
の
複
数
業
者
か
ら
電
話
で
「
そ
の

権
利
を
高
く
買
い
取
る
」「
う
ち
は
も
っ
と
高
く
買
う
」
な
ど
と
言

わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
や
は
り
買
う
こ
と
に
し
た
。
お
金
を
用
意
す

る
た
め
郵
便
局
へ
行
っ
た
ら
、
局
員
に
止
め
ら
れ
た
。

◆ 

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
・�

実
際
に
買
い
取
り
が
実
行
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
確
認
さ
れ
て
お
ら

ず
、
契
約
後
、
事
業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
る
こ
と
が
多
い
。

詐
欺
的
な
勧
誘
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
・�

う
ま
い
話
は
絶
対
に
信
じ
な
い
こ
と
。
し
つ
こ
い
勧
誘
を
受
け

て
も
「
き
っ
ぱ
り
と
断
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
・�

連
絡
が
あ
っ
て
も
、
業
者
の
話
を
安
易
に
信
用
せ
ず
、
周
囲
の

人
や
家
族
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
・�「
個
人
で
し
か
買
え
な
い
地
下
水
事
業
の
権
利
を
手
数
料
を
支

払
う
の
で
立
て
替
え
て
買
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
い
っ
た
、
似

た
よ
う
な
手
口
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
最
近
は
一
度
被

害
に
あ
っ
た
消
費
者
を
狙
っ
て
、
損
失
を
取
り
戻
さ
せ
る
な
ど

と
い
う
二
次
被
害
と
思
わ
れ
る
手
口
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　「鹿追町子ども宿泊体験交流協議会」が平成
24年４月に設立され、小学生から高校生の宿
泊体験（修学旅行など）を本町で推進していく
ことになりました。受け入れにより、交流人口
の増加、地域経済の活性化、地域コミュニティ
の再生などが期待されます。
　特に都会からの修学旅行プログラムで最も人
気があるのが「農家民泊」であることから、受
け入れ家庭（ホストファミリー）の普及を図っ
ていきます。
　同協議会事務局では、受け入れ家庭（ホスト
ファミリー）として登録いただける家庭を募集
します。

■登録の条件
・農家および農業に関わりのあるご家庭。
・ 都会からの子どもの受け入れに関心のあるご

家庭。
・ カナダ・ストニィプレイン町からの訪問団受

入経験があるご家庭、子どもが大好きなご家
庭も大歓迎です！ 

■登録した場合
・ 「子ども受け入れ家庭」（仮称）のメンバーとし

て登録後、随時受け入れを依頼します。都合が
合わなければ、依頼を断ることもできます。

・ 受け入れ前に説明会を実施します。
・ １家庭あたり受け入れる子どもは３〜４人程

度を予定しています。
・ 受け入れをされた家庭には、宿泊期間と受け入

れた人数に応じ、受入経費をお支払いします。

　なんでもない普段の暮らしが子どもには最高
の思い出になります。
　ありのままの生活、ありのままの食事で子ど
もを受け入れませんか？
　受け入れた側にも大きな感動が生まれます！

【問合せ先】
鹿追町子ども宿泊体験交流協議会事務局

（役場企画財政課 企画開発係）☎ 66 - 4032


